
魚　群　探　見　飛　行

宇　野　守　一　　安　　　源之允

Ⅰ　要　　旨

犬吠近海よわ黒潮本汎　又は北上凄岸分枝に乗って北上回膳するカツオ．イワシ．サバ，ブリ等Kつい

て旋網漁業の対象魚を調査するため東北5県（茨城．宮城．岩手）及び北部太平洋海区旋網漁業協議会が

共同して昨年に引続レ、て5月～9月に亘り本県担当海域を調査したのでその結果を報告する。

Ⅱ　日　　的

この調査は本県沖合より金華山沖合へ向う黒潮本流又は北上分枝に乗って北上する魚群の回狩経路を調

査し東北海域に操業する旋網各般の誘導，併せて漁況・海況との相関性等について調査し斯業の発展に寄

与する目的で調査を実施した。

Ⅲ　方　　法

1使　用　積　　水蓉航空KK
上

2　構　　　造　イ　単発地異木金製．セスナ175塾

ロ　デハビランド　ダブ104型　　双発低異単葉全金属製

5：搭　乗　員　　調査員　本場職員

4　調査月日　　　昭和55年5月22日

昭和55年5月25日

昭和55年6月　2日

昭和55年占月18日

昭和55年三7月　6日

昭和57年7月　7日

5　調査海域
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犬吠近海上少エリモ近海

Ⅳ　調査結果

1　調査時における海況状態

5月　この調査時の黒潮の最先端は北緯57度58分東経145度20分付近に遷した。黒潮主流は

房総半島に接岸して北東流しその北上端は北緯57度40分東経145度に達していた。
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8月　黒潮の流れは北緯55度50分東経142度付近より北緯58匿50分東経144匿に達し・

主流の一部は東経142匿50分付近を北に伸びその先端は北緯58匿50分東経145度に遺した後

反転し北緯55度50分東経14占匿付近で主流と合流していた。

7月　黒潮主流は占月とはゞ同様であったがその」ヒ上分枝は北緯57監東経145度50分から北に

伸びその北端は北緯40筐東経144度に透した後反転して北緯58寛50分東経145度付近で主流

と合流してレ1た。北緯57庶碩上の北上暖水域の幅は著しく狭くなった。

9月　黒潮主流嬬2（／5月より占0浬南偏して北緯5占度東・経144度付近を繹て北緯5占檻50分

束縛150鳩二付近をHSEに流去していた0黒潮北上う枝は今期に入って黒潮ノ痛と分離し北緯59度

50分東経144度50分付近にかな少大きを孤立暖水塊を形成したU釧路沖の北緯42駐東経144
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慶50分付近の暖水塊が出現し又親潮の接岸分枝は花咲沖を経て釧路沖に達し・釧路沖の暖水塊の東方

を南西に伸びその先端に宮古沖の北緯59度50分東経145度に達していた。津軽暖流は尻尾岬沖で

東経145匿付近まで張力出し宮古沿岸で極く接岸しその幅は15浬以下となっていた。

Fig　5　　7月上旬後半
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Fig　4　　8月下旬後半
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Ⅴ　魚　群　先　見

第1次　この調査は魚群発見少く日立沖48埋付近にかいてトリ付マクロこの沖側でトリ付メゾ大群を

発見したにすぎなかった。
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Fig S　第1次漁場調査飛行　5月22日霞ケ浦
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‡1第2次　この調査も余り魚群発見出来ず犬吠近海で…付イワシ小群又は磯崎近海でイワシ′J、群数群を

二兎見したにすぎなかった○
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Fig d　第2次漁場調査　5月25日霞ケ浦



旨‡5次塩屋崎東57浬付近にトリ付魚種不明の潜没覿又請戸E／S40浬付近でトリ

漕ぎ群侃請戸ENE50浬付近でサ／哨らしさ潜没群を発見した。
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第4次　請戸E／S～東経142藍付近まで（東経141匿50分エカ）において魚種不明潜没群，メ

ゾ又はサバらしき潜没群約10群．トリ多し，この押倒においてイワシ潜没群が発見され又請戸東50－

55浬付近ではトリ大群があって北側の東経142度2∩分北緯57度4D～45分付近にはイワシ潜没

群小群1が発見された。
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第5次及び第占次　この調査では魚群がかなり発見された。即ち磯崎近海のイナダ小群1を始め・日

沖より東経141度線にイナダ小群メジ円陣浮上大乱浅い潜没中群トリ付磯崎E／N～ENE40～

占0浬海域では20メ以上の大マグロ100本前後の中群2群（トリ付）又メゾらしさ潜没乱数瓢

経141度40分北緯5占藍57分付近工少北緯57度付近にかけて50メ以上の大マグロ100本（

群）メソ潜没群2，40メ以上大マグロ大群ほとんど浮上トリ1000羽凪又金華山近海S／E～E

E海域でメゾらしき潜没群や／J＼各1艶魚群不明潜没群小群が発見された。
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第7次　犬吠S海域イワシ申／」、群数群発見又犬吠E海域25浬付近でサバ又はカツオ潜没群大中7群

那珂湊E～E／S東経142度付近までの海域にか（てメソ又はメジらしき潜没群，大マグロ（50メ以

上）100本位，50メ以上魚種不明等数群発見した。
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E声請第3次　前調査海域よわ北側を調査．請戸E／S80埋付近でメでク又はカツオ潜没群多数発見

70～3ひ浬海域でメゾ又はカツオ大中小詳発見した○

第8次魚群探見飛行調査結果



第9次　本調査はサンマ解禁前の魚群調査でエリモ近海より落石近海を調査魚群は東運145度北緯

42度付近でサンマ中小群10群以上を発見又東経145俊15分北緯42度4　分，東経145庄

50分北緯42匿15仇　東裡145匿45分北緯42姪40分付近海域でサン‥マらしき蒋群多数を発見

した。

l

讐 ア 霊 が ■／

痴 三三≡ 孝空レ 彗 ′　＋ 一

l
l

∴

ナー√◆▲J■

＋十

▲仰 題 一ノ顔 慧　　競撹 ●⊥

主　 軸

■■ 式 亜 ■汁 や り ．　l

′ケ■■■
●t ◆■l ■■■●‘t t▲．

滋 ， 阿■ l

第9次魚群探見飛行調査結果

－115－

芯一票線■三相閤
■■　　－■r

tmUl　∫加傭

1LHF○ク■し　け町／gLWJ▼′√

■r　■

V一　事▲－、▲〆

叫甘舟丹く勧■




